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・アーニー・パイル慰霊祭、平和祈願祭、成年祝い実行委員会より寄付（三輪車）

・新任教員紹介

・水道週間のお知らせ、水道取扱業者、小規模貯水槽清掃、防犯カメラ設置個所

・建設課よりハブ咬症注意報、伊江村住宅リフォーム支援事業
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・認定農業者チラシ

・子宮頸がん
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村の世帯数と人口（令和4年５月１日現在） 女性  2,156男性  2,245 総人口  4,401世帯数  2,281

今月の はこれです！

3年
ぶりに開催

　第２５回伊江島ゆり祭りが４月２９日から５月５日まで、リリーフィールド公園にて３年ぶりに開催されま

した。期間中、来場者で賑わい、記念撮影や周囲に漂うテッポウユリの香りを楽しんでいました。コロナ禍で

規模を縮小しての開催となりましたが、開催にあたりご協力いただきました関係者をはじめ、ご来場いただ

きました皆様に対し、お礼を申し上げます。

施政方針（後半）…… P2～7

祭り期間中、

本島から4,500人の

お客様が来場しました！
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感染予防の

　対策と徹底。

復帰50周年を共に

　　考えるチュン♪



(
５
)
医
療
の
確
保
と
保
健
の

充
実
に
つ
い
て

村
民
皆
様
に
は
、
長
期
に

わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
へ
の
ご
協
力
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
最
前
線

に
お
ら
れ
る
医
療
従
事
者
の

皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
見
え

な
い
ウ
イ
ル
ス
は
想
定
し
た

以
上
に
手
ご
わ
い
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
感
染

対
策
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

つ
つ
、
医
療
部
門
と
保
健
部

門
が
更
に
連
携
し
、
検
査
体

制
、
搬
送
体
制
、
療
養
体
制

を
強
化
し
コ
ロ
ナ
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
本
村
は
、
日

常
の
医
療
の
充
実
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
災
害
や
感
染
症

発
生
等
の
緊
急
時
に
お
い
て

も
、
村
民
が
安
全

・
安
心
に

暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、
診
療

所
の
安
定
的
か
つ
持
続
的
な

運
営
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

医
師
を
は
じ
め
医
療
従
事
者

の
確
保
は
最
優
先
課
題
で
あ

り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
医
師

２
人
体
制
を
堅
持
し
離
島
に

お
け
る
基
本
的
定
住
条
件
と

位
置
づ
け
医
療
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
な

お
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
医

師
及
び
医
療
従
事
者
の
負
担

軽
減
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

で
き
る
だ
け
診
療
時
間
内
の

受
診
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

開
設
9
年
目
を
迎
え
る
透

析
セ
ン
タ
ー
も
、
臨
床
工
学

技
士
２
人
を
配
置
し
、
利
用

者
の
負
担
軽
減
と
利
便
性
向

上
や
帰
省
及
び
観
光
透
析
等

の
受
入
れ
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

本
村
で
は
、
「
糖
尿
病
」

の
重
症
化
に
よ
る
人
工
透
析

予
備
軍
の
増
加
も
認
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
村
民
ひ
と
り

一
人
が
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
早
期
治
療
等
を
行
う
な

ど
、
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン

タ
ー

(
基
幹
病
院
)
の
整
備

に
つ
い
て
、
令
和
２
年
７
月

に

「
基
本
的
枠
組
み
に
関
す

る
合
意
書
」
が
締
結
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
基
本
構
想
、
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
令
和
8
年
の
開
院
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
建

設
場
所
の
土
壌
調
査
や
建
築

構
造
の
強
化
に
よ
る
工
期
の

延
長
な
ど
に
よ
り
令
和
10
年

度
の
開
院
予
定
と
な
り
ま
し

た
。
村
民
を
は
じ
め
北
部
地

域
住
民
が
、
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
た
北
部
医
療
セ
ン

タ
ー
の
１
日
も
早
い
開
院
に

向
け
、
県

・
北
部
12
市
町
村

や
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り

組
み
ま
す
。

沖
縄
北
部
地
域
救
急

・

救
助
ヘ
リ

「
や
ん
ば
る
レ
ス

キ
ュ
ー
ヘ
リ
」
に
つ
い
て
は
、

ヘ
リ
の
拠
点
基
地
が
現
在
の

伊
江
島
空
港
か
ら
名
護
市
に

移
転
と
な
り
ま
す
が
、
事
業

は
継
続
さ
れ
北
部
地
域
の
救

急
搬
送
業
務
を
実
施
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

母
子
保
健
で
は
、
「
母
子

健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
拠
点
に
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な

令和4年度

施
政
方
針
後半
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い
支
援
を
提
供
し
、
村
内
で

安
心
し
て

「
妊
娠

・
出
産

・

育
児
」
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
や

「
産
後
ケ
ア
事
業
」
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

県
の
通
院
費
助
成
の
対
象
が

中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高

校
生
に
つ
い
て
は
、
村
単
独

事
業
に
て
引
き
続
き
助
成

し
、
子
ど
も
た
ち
の
医
療
費

の
負
担
軽
減
と
健
や
か
な

成
長
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
」
に
お
い

て
は
、
昨
年
4
月
か
ら
9
月

ま
で
に
、
1
回
目

・
2
回
目

の
初
回
接
種
を
実
施
し
、
全

村
民
の
約
8
割
の
接
種
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

3
回
目
の
追
加
接
種
も
今
年

１
月
か
ら
既
に
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
あ
り
ま
す
が
、
国
・

県
の
助
成
、
指
導
の
も
と
、

村
民
が
安
全

・
安
心
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
円
滑
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
接
種
体
制
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
」
の
感
染
状
況
に
注
視
し
、

村
民
の
皆
さ
ま
へ
の
適
切
な

情
報
発
信
を
行
い
、
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

様
々
な
保
健
活
動
や
健
康
づ

く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

(
６
)
自
然
保
護
と
生
活
環
境

整
備
に
つ
い
て

自
然
豊
か
な
島
の
生
活

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
に

は
、
村
民
及
び
行
政
、
そ
し

て
関
係
団
体
と
連
携
し
環
境

保
全
に
努
め
世
界
的
な
異
常

気
象
の
原
因
と
さ
れ
る
地
球

温
暖
化
や
気
候
変
動
等
に
強

い
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
日
本
政
府
が
政
策

目
標
に
掲
げ
た

「
2
0
5
0

年
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質

ゼ
ロ
」
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
Ｃ
Ｏ
2

の
削
減
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
導
入

・

普
及
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
新
技
術
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
検
討
や
効
果
的
な
計
画

実
施
の
可
能
性
等
に
取
り
組

み
ま
す
。

近
年
の
廃
棄
物
は
、
消
費

生
活
の
高
度
化
、
生
活
環
境

の
急
激
な
変
化
な
ど
に
よ
り

量
的
増
大
と
質
の
多
様
化
が

進
ん
で
お
り
、
ご
み
の
適
正

な
処
理
に
つ
い
て
は
合
理
的
、

効
率
的
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ス
サ
カ

処
分
場
、
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
延
命
化
を
図
り

つ
つ
、
将
来
に
向
け
た
産
業

廃
棄
物
処
理
場
の
整
備
に
つ

い
て
計
画
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

ハ
ブ
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
安
全
対
策
や
咬
傷
防
止

対
策
を
図
り
、
住
民
や
観
光

客
等
の
安
全
、
安
心
な
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

(
７
)
道
路
・
住
宅
等
の
住
環

境
整
備
に
つ
い
て

道
路
は
、
村
民
が
快
適
な

生
活
を
送
る
う
え
で
大
切
な

社
会
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
整

備
は
と
て
も
重
要
で
あ
り
ま

す
。
今
年
度
も
西
江
前
集

落
道
９
号
道
路
整
備
を
は
じ

め
、
各
区
か
ら
要
請
の
あ
る

村
道

・
農
道
維
持
補
修
整
備

や
交
通
安
全
施
設
整
備
を
引

き
続
き
実
施
し
、
村
民
の
良

好
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

村
の
住
宅
施
策
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
既

存
の
公
営
住
宅
の
外
壁
改
修

等
の
改
善
工
事
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
村
民
の
良
好
な
住
宅
環

境
及
び
地
域
活
性
化
の
促
進

に
繋
が
る
よ
う
引
き
続
き
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

(
８
)
移
住
・
定
住
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

移
住

・
定
住
推
進
施
策
で

は
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
移
住
希
望
者
に
対
す

る
情
報
発
信
や
相
談
対
応

等
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
移
住

・
定
住
の
促
進
を

図
る
た
め
、
移
住
体
験
の
体
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制
づ
く
り
や
昨
年
度
策
定
し

た
移
住
定
住
促
進
基
本
計
画

に
基
づ
き
令
和
４
年
度
は
実

施
設
計
を
行
い
移
住

・
定
住

促
進
住
宅
の
整
備
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
移
住
者
の
子
育

て
世
代
や
地
域
を
活
性
化
す

る
人
々
が
引
き
続
き
伊
江
島

に
定
住
し
、
将
来
に
わ
た
り

活
躍
し
魅
力
あ
る
島
づ
く
り

に
参
画
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
村
の
持
続
的
発
展

に
資
す
る
と
の
観
点
か
ら
、

関
係
団
体
・
地
域
と
の
連
携
、

協
力
の
下
、
定
住
に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
引

続
き
取
組
ん
で
い
ま
い
り
ま

す
。

(
９
)
防
災
行
政
に
つ
い
て

今
年
、
１
月
15

日
に
発
生

し
た
ト
ン
ガ
諸
島
付
近
で
の

海
底
火
山
爆
発
に
起
因
す
る

津
波
警
報

・
注
意
報
が
沖
縄

全
域
に
発
令
さ
れ
る
な
ど
想

定
外
の
自
然
現
象
が
起
こ
っ

て
お
り
危
機
管
理
体
制
の
強

化
と
地
震
及
び
津
波
や
大
型

台
風
等
に
備
え
る
防
災

・
減

災
対
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

自
然
災
害
の
頻
発
化

・
激

甚
化
を
踏
ま
え
、
村
民
の
生

命

・
財
産
を
守
る

「
防
災

行
政
」
に
つ
い
て
は
、
伊
江

村
地
域
防
災
計
画
の
改
定
に

向
け
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調

査
や
関
係
機
関
と
協
議
を
行

い
、
地
域
防
災
計
画
の
改
定

に
取
り
組
み
村
民
が
安
全

・

安
心
に
生
活
で
き
る
よ
う
防

災
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
の
最
も
基

本
的
な
情
報
伝
達
手
段
で
あ

る
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備

事
業
の
完
工
に
よ
り
、
防
災

情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
村

民
に
伝
達
す
る
た
め
に
、
情

報
伝
達
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
防
災
体
制

の
充
実
や
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
消
防
団
及
び

各
団
体
と
連
携
を
図
り
自
主

防
災
組
織
の
結
成

・
育
成
や

防
災
知
識
の
普
及
啓
発
に
努

め
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生

時
に
備
え
た
避
難
行
動
の
周

知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

(
10
)
公
営
企
業
等
の
充
実
に

つ
い
て

船
舶
運
航
事
業
会
計
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
元
年
度

よ
り
赤
字
航
路
に
転
じ
、
国
・

県
及
び
村
の
運
営
補
助
金
に

よ
り
損
失
分
を
補
填
し
運
用

し
て
い
る
現
状
で
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
８
月
に
小
笠
原
諸
島

で
発
生
し
た
海
底
火
山
の
噴

火
で
軽
石
の
漂
着
に
よ
る
減

便
や
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
依
然
と
し
て
収

支
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
公
営
企
業
の
本

旨
で
あ
る
独
立
採
算
の
精
神

の
も
と
、
コ
ロ
ナ
禍
終
息
後

の
黒
字
会
計
に
向
け
、
職
員

一
丸
と
な
り
経
費
の
見
直
し

等
を
図
り
健
全
運
営
に
努
め

ま
す
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
悪
天
候

時
の
避
難
や
災
害
等
で
本
部

港
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に

備
え
、
代
替
港
と
し
て
長
期

的
視
野
に
立
ち
エ
キ
ス
ポ
港

の
整
備
に
つ
い
て
沖
縄
県
に

要
請
し
取
り
組
み
ま
す
。

伊
江
港
に
お
い
て
は
、
本

バ
ー
ス

(
定
期
バ
ー
ス
)
の

静
穏
度
保
持
の
改
修
工
事
が

7
月
末
に
完
成
す
る
運
び
で

あ
り
ま
す
。
完
成
後
は
利
便

性
の
高
い
安
定
し
た
フ
ェ

リ
ー
運
航
に
よ
る
村
民
生
活

の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、

村
民
を
は
じ
め
利
用
者
の
皆

様
に
は
大
変
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
引
続
き
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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令
和
4
年
の
本
部
港
駐
車

場
利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
申
込
者
す
べ
て
の
方
の

希
望
に
応
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
課
題
で
あ
る

大
型
連
休
等

(
多
客
期
)
に

お
け
る
駐
車
場
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
屋
外
駐
車
場
の
立

体
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
水
道
事
業
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
沖
縄
県
企

業
局
が
着
手
し
て
お
り
ま
す

海
底
送
水
管
布
設
工
事
が
、

令
和
4
年
度
末
に
完
成
の
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

更
に
安
定
的
な
水
道
水
の
確

保
を
図
り
、
城
山
浄
水
場
の

整
流
器

(
電
気
透
析
シ
ス
テ

ム
用
電
気
交
換
機
)
等
浄
水

設
備

・
配
水
設
備
の
更
新
や

主
要
施
設
に
係
る
管
路
の
耐

震
化
を
推
進
し
安
心

・
安
全

で
良
質
な
水
道
水
の
供
給
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(
11
)
伊
江
島
空
港
の
利
活
用

に
つ
い
て

離
島
の
本
村
に
お
い
て
、

定
住
環
境
の
向
上
及
び
観
光

業
の
振
興
な
ど
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
、
沖
縄
本

島
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
を
海

路
の
み
で
は
な
く
、
空
路
を

活
用
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
確
立
を
図
る
こ
と
は
重

要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

伊
江
島
空
港
の
運
航
再
開

は
、
本
村
の
交
通
利
便
性
の

向
上
、
定
住
環
境
の
増
進
や

観
光
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
北
部
唯
一
の
既

存
空
港
の
伊
江
島
空
港
の
利

活
用
は
、
北
部
地
域
へ
の
移

動
手
段
の
多
様
化
に
よ
り
、

北
部
観
光
や
地
域
振
興
の
更

な
る
活
性
化
に
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
北
部
振
興
会
等
で

運
航
再
開
を
推
進
す
る
機
運

が
高
ま
っ
て
お
り
、
千
載
一

遇
の
好
機
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
運
航
再
開
の

実
現
可
能
性
を
様
々
な
観
点

か
ら
検
討
す
る
た
め
に
、
伊

江
島
空
港
活
用
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
運
航
再
開
に

は
、
多
く
の
障
壁
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
村
民
コ
ン
セ
ン
サ

ス
や
議
会
、
各
団
体
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

(
12
)
基
地
行
政
に
つ
い
て

米
軍
の
訓
練
時
の
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
事
故
、
車
両

オ
イ
ル
漏
れ
事
故
に
は
村

あ
る
い
は
議
会
と
と
も
に
抗

議
・
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、

在
沖
米
軍
基
地
内
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
伊
江
島
補
助
飛
行
場
で

の
訓
練
の
中
止
、
村
営
フ
ェ

リ
ー
等
の
公
共
交
通
機
関
を

使
用
し
な
い
こ
と
、
現
地
分

遣
隊
の
感
染
予
防
対
策
の
徹

底
に
つ
い
て
、
外
務
省
沖
縄

事
務
所
及
び
沖
縄
防
衛
局
に

申
し
入
れ
て
お
り
ま
す
。

騒
音
問
題
等
に
つ
い
て
は
、

夜
間
の
飛
行
や
集
落
地
上

空
の
飛
行
の
回
避
、
飛
行
経

路
の
徹
底
厳
守
を
求
め
て
お

り
、
Ｆ

-

3
5
Ｂ
戦
闘
機
等

の
訓
練
に
よ
る
騒
音
悪
化
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
適
切
な

負
担
軽
減
の
措
置
等
を
講
じ

る
よ
う
関
係
機
関
に
要
請
し

て
ま
い
り
ま
す
。
真
謝
区

・

西
崎
区
住
環
境
負
担
軽
減

事
業
に
つ
い
て
は
、
真
謝
区
・

西
崎
区
の
推
進
委
員
の
皆

さ
ん
と
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
防
音
工
事
を
加
速
化
さ

せ
騒
音
被
害
の
軽
減
に
向
け

て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
昨

年
５
月
に
、
「
本
土
復
帰
50

年
に
向
け
た
在
沖
米
軍
基
地

の
整
理

・
縮
小
に
つ
い
て
」

の
要
請
を
日
米
両
政
府
に
行

い
、
そ
の
な
か
で

「
当
面
は

在
日
米
軍
専
用
施
設
面
積
の

50

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
を
目
指

す
」
と
す
る
具
体
的
な
数
値

目
標
の
設
定
と
実
現
を
求
め

て
お
り
ま
す
。
こ
の
要
請
は
、

村
の
米
軍
訓
練
施
設
で
あ
る

伊
江
島
補
助
飛
行
場
の
今
後

に
関
わ
り
も
あ
る
こ
と
か
ら

強
い
関
心
を
持
ち
そ
の
動
向

を
見
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

今
後
と
も
、
基
地
の
安
全
な

運
用
の
徹
底
と
基
地
か
ら
派

生
す
る
事
件

・
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
米
軍
及
び
関
係
機

関
に
機
会
あ
る
ご
と
に
強
く

申
し
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

4 

県
営
事
業
に
つ
い
て

国
営
、
県
営
及
び
団
体
営

で
整
備
さ
れ
た
農
業
用
水
利

施
設
の
効
率
的
な
運
用
を
図

る
と
と
も
に
、
事
業
効
果
の

早
期
発
現
と
受
益
者
へ
の
恩
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恵
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
末
端
整
備
に
つ
い
て
、

国

・
県
に
伊
江
土
地
改
良
区

と
と
も
に
要
請
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

気
象
災
害
か
ら
農
作
物
、

農
地
及
び
農
業
施
設
へ
の
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
今
後

と
も
県
と
連
携
を
図
り
県
営

農
地
保
全
整
備
事
業
に
よ
る

新
規
地
区
の
早
期
採
択
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
県
営
治

山
事
業
で
は
、
北
海
岸
を
中

心
と
し
た
新
規
植
栽
事
業
に

よ
り
、
防
風
林
等
の
整
備
が

図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
要

請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
江
港
に
お
け
る
港
内
静

穏
度
向
上
対
策
は
、
令
和
４

年
７
月
に
完
成
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
新
た

な
荷
捌
き
施
設
の
整
備
と
本

部
港
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な

る
屋
外
駐
車
場
の
立
体
化
と

移
動
時
の
雨
や
日
差
し
を
防

ぐ
た
め
の
屋
根
付
き
歩
道
の

整
備
を
国

・
県
に
強
く
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
離
島
の
地
理
的

不
利
性
を
克
服
す
る
た
め
、

道
路

・
港
湾

・
生
産
基
盤
等

の
整
備
を
引
き
続
き
国

・
県

の
関
係
部
局
に
要
請
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
県
の
事
業

は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

5 

予
算
概
要
に
つ
い
て

国
の
令
和
４
年
度
予
算
を

み
ま
す
と
、
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
受
け
た
新
た
な
働
き
方
を

後
押
し
す
る
一
方
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
持
続
的
な
成
長
基

盤
を
確
立
す
る
た
め
、
「
グ

リ
ー
ン
社
会
の
実
現
」
、
「
官

民
挙
げ
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
加

速
」
、
「
日
本
全
体
を
元
気

に
す
る
活
力
あ
る
地
方
創

り
」
、
「
少
子
化
を
克
服

・

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
大

規
模
な
予
算
規
模
と
な
り
、

1
0
7
兆
5
,
9
6
4
億
円

(
0.9

%
増
)
の
概
算
要
求
額

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
県
に
お
い
て

は
、
沖
縄
振
興
予
算
の
減
額

が
あ
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

要
す
る
経
費
や
社
会
保
障
関

係
経
費
の
増
に
よ
り
、
前
年

度
比
6
9
4
億
円
増
加
し
、

初
め
て
8
,
0
0
0
億
円
を

超
え
、
8
,
6
0
6
億
円
の

予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

本
村
の
一
般
会
計
予
算
は

対
前
年
比
17

億
5
0
0
万

円
減
の
69

億
2
,
5
0
0
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
事

業
に
は
、
総
合
運
動
公
園
整

備
事
業

(
野
球
場
サ
ブ
グ
ラ

ウ
ン
ド
施
設
)
、
農
業
集
落

排
水
事
業
、
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
、
聖
苑
外
壁
等
改

修
事
業
、
伊
江
中
学
校
教
員

宿
舎
整
備
工
事
の
ほ
か
、
新

規
事
業
で
復
帰
50
周
年
記
念

事
業
、
伊
江
村
地
域
防
災
計

画
改
定
事
業
、
伊
江
村
陸
上

養
殖
場
施
設
整
備
事
業
、
伊

江
村
移
住
定
住
促
進
住
宅

整
備
事
業
、
伊
江
島
空
港
活

用
調
査
事
業
、
伊
江
村
農
業

循
環
型
農
業
促
進
事
業
、
E

＆
C
セ
ン
タ
ー
補
修
工
事
、

E
&
C
セ
ン
タ
ー
煙
突
改
修

工
事
等
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、

特

別

会

計

を

含
め
た
６
会
計
の
合
計
は

94

億
7

千
8

百
58

万
6

千

円
で
前
年
度
比
16

億
2

千

5
百
72
万
9
千
円

(
▲
14

・

64

％
)
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。内

訳
は
会
計
別
予
算
額
調

書

(
案
)
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。
(※
1
)

6 

終
わ
り
に

コ
ロ
ナ
禍
が
社
会
を
席
巻

し
多
く
の
社
会
経
済
活
動
に

制
限
や
日
常
生
活
に
お
け
る

行
動
に
変
容
が
求
め
ら
れ
る

状
況
下
で
も
、
本
村
の
児
童

生
徒
か
ら
成
人
、
老
人
ま
で

幅
広
い
世
代
や
団
体
に
お
い

て
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
文
化
な

ど
の
各
分
野
で
目
覚
ま
し
い

活
躍
に
よ
り
地
域
や
村
を
盛

り
上
げ
引
い
て
は
伊
江
村
が

元
気
で
活
力
あ
る
村
と
し
て

内
外
か
ら
高
く
評
価
を
受
け

県営

県営
かんがい
排水事業

継続

伊江東部地区、
真謝 ・ 真西地区
ミースィ ・ 唐小堀地
区、 伊江西部地区

県営
農業水路等
長寿命化
事業

継続
寺前地区
（陽水機、 加圧機の
更新）
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て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

何
よ
り
も
嬉
し
く
誇
り
で
あ

り
ま
す
。
今
年
も
、
こ
の
素

晴
ら
し
い
流
れ
を
持
続

・
発

展
さ
せ
な
が
ら
更
な
る
飛
躍

に
向
け
て
村
民
皆
様
が
取
り

組
め
る
よ
う
支
援
し
、
村

民
の
活
力
が
源
と
な
り
よ
り

一
層
活
気
に
満
ち
溢
れ
豊
か

さ
と
安
ら
ぎ
を
享
受
で
き
る

村
、
こ
の
島
に
深
い
愛
着
と

誇
り
の
持
て
る
子
ど
も
た
ち

が
育
つ
村
を
目
指
し
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

又
、
名
誉
村
民
生
塩
睦
子

先
生
の
長
年
の
伊
江
島
方
言

研
究
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ

沖
縄
県
文
化
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜

ば
し
く
村
民
と
と
と
も
に
お

祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

行
動
の
足
か
せ
と
な
っ
て
お

り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
、

治
療
薬
の
開
発
、
提
供
に
一

部
明
る
い
兆
し
も
あ
る
も
の

の
、
変
異
株
の
出
現
に
よ
る

感
染
再
拡
大
も
あ
り
未
だ
に

終
息
は
見
通
せ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
や
、
感
染
症
の
終
息

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
新
た

な
環
境
へ
の
適
応
を
模
索
す

る
動
き
も
広
が
っ
て
お
り
ま

す
。今

の
こ
の
困
難
な
状
況

を
、
心
ひ
と
つ
に
乗
り
切
り

希
望
に
満
ち
た
夢
の
あ
る
明

日
の
実
現
に
向
け
、
と
も
に

寄
り
添
い
、
と
も
に
踏
ん
張

り
、
と
も
に
励
ま
し
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
干
支
壬
寅

(
み
ず

の
え
と
ら
)
に
因
み
、
厳
し

い
冬
を
耐
え
た
人
々
が
心
待

ち
に
す
る
春
の
胎
動
の
よ
う

な
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
年
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
、
長
く
厳
し
い
冬

か
ら
春
の
芽
吹
き
の
よ
う
に
、

生
き
生
き
と
心
豊
か
に
し
な

が
ら
平
穏

・
無
事
に
日
常
の

生
活
が
送
れ
る
明
る
い
社
会

に
向
け
歩
む
年
と
な
る
こ
と

と
村
民
皆
様
の
健
康
と
活
躍

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
の
、
村

政
運
営
に
議
員
各
位
、
関
係

団
体
並
び
に
村
民
、
事
業
者
、

関
係
各
位
の
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し

て
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

令
和
4
年
3
月
３
日

　
　

伊
江
村
長　

島
袋
秀
幸

（※1） 会計別予算額調書 （案） （千円）

会計別

本年度予算額
前年度

予算額
増減

伸び率

（％）予算額
一般会計

繰 出

一 般 会 計 6,925,000 8,630,000 ▲ 1,705,000 ▲ 19.76

診 療 所 会 計 361,000 75,000 349,800 11,200 3.20

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 983,500 86,676 966,700 16,800 1.74

後期高齢者医療特別会計 65,700 16,209 66,300 ▲ 600 ▲ 0.90

水 道 事 業 会 計 185,313 1,460 194,731 ▲ 9,418 ▲ 4.84

船 舶 運 航 事 業 会 計 958,073 4,358 896,784 61,289 6.83

合 計 9,478,586 183,703 11,104,315 ▲ 1,625,729 ▲ 14.64

7 伊江島広報



いえじまの文化財　第25回

第4回は現在の上皇ご夫妻（当時皇太子、皇太子妃）の来島を記念した碑を紹介します。　

この碑 なんの碑 気になる碑

沖縄の本土復帰50周年を迎えるにあたり、当時の伊江島の様子や人物などをシリーズで紹介します。

復帰

周年50
企画

ナガラ原第三貝塚②

ナガラ原第三貝塚で発見された人骨がつけていた
貝製の腕輪

　1976年、1月17日に皇太子・同妃両殿下（現在の上皇ご夫妻）は

本部町で開催された国際海洋博覧会の閉会式に出席するため

伊江島空港を利用し伊江島を訪れました。伊江島では芳魂の塔

を参拝し、城山展望台から村内をご覧になり、その後、キビ作農家

や畜産農家にお立ち寄りになられました。

　その際に詠まれた琉歌　“広がゆる畑　

立ちゅる城山　肝ぬ忍ばらぬ　戦世ぬ事”

は同年の4月29日に、記念碑と並んで

中腹に建立されました。

　2013年の調査では、弥生時代並行期層の下

から約2,500年前（縄文時代晩期頃）のお墓跡

が見つかりました。

　お墓跡は3基確認され、うち1基は石を組んで

造られたお墓でした。中には人骨1体が葬られて

おり、人骨の左腕にはゴホウラ貝の腕輪（貝輪）

がつけられていました。腕輪をつけた人骨は沖

縄　県内では事例が少なく、貴重な発見となり

ました。

　また、人骨の調査の結果、性別は女性で、身長

は141～144cm程度あること、推定60才以上

と老齢であること、腰の病気を患っていたこと等が分かりました。先史時代の社会について

は分かっていない事も多いので、想像の域を出ませんが、貝輪をつけた女性は集団の中で

特別な存在だったのかもしれません。

わずら

8伊江島広報



　4月21日に戦没者を慰霊する平和祈願祭が行われました。式典は新型

コロナウイルス感染症の拡大防止のため、村内関係者を案内して執り行

われました。午後1時のフェリーの汽笛を合図に戦没者に黙祷を捧げ、島

袋秀幸村長は「沖縄県は復帰５０年を迎える節目の年となり、私たちは、

先の大戦の記憶を風化させることなく、命の尊さ、平和のありがたさ、戦

争の悲惨さを子々孫々に伝え、平和を誓います。」と平和希求の言葉を述

べました。村内の各団体長及び児童生徒や村

内の遺族による献花と焼香が行われました。　

　参列者は伊江島での悲惨な過去を繰り返さ

ないよう次世代にも思いを引き継ぎ恒久平和

の為に祈りを捧げました。

芳魂之塔平和祈願祭 ～7７年前の悲惨な沖縄戦の記憶 忘れない～

　先の沖縄戦により伊江島で戦死した米国の従軍記者であるアー

ニー・パイル氏の慰霊祭が4月17日、行われました。戦後75年が経過

した今回の慰霊祭には、アメリカの退役軍人会や海兵隊、伊江村の関

係者などおよそ10人が参列しました。

　 慰霊祭では、ジャーナリストとして職務を全うした功績が紹介され、

名城政英副村長と亀里敏郎副議長が出席し献花と黙祷をささげまし

た。アーニー・パイルは1945年、従事記者として戦線を渡り歩き、同年4

月16日に伊江島に上陸し、18日の取材中に日本軍の銃弾を受け、伊江

島で生涯を終えました。慰霊祭は、彼が亡くなった4月18日に近い日曜

日に毎年行われています。

アーニー・パイル慰霊祭

E V E N T  L I B R A R Y

生年祝い実行委員会より寄付
　1月に、ククントゥグンジュウ（49才の生年祝い）の生年祝い実行委員会

から子どもたちの役に立ててほしいといただいた寄付金で、

東保育所は赤い三輪車を2台購入しました。ピカピカの

三輪車に子どもたちは喜び、嬉しそうに園庭を走り回っ

ています。　天気のいい日は、友だちと一緒に安全

運転で、風を感じながら、楽しくあそびます！

ありがとう

ございます♪
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伊
江
小

伊
江
小

伊
江
小

伊
江
小

伊
江
小

伊
江
小

伊
江
小

伊
江
幼

伊
江
幼

伊
江
幼

伊
江
幼

西
小

伊
江
小

伊
江
小

伊江島広報

新 し い 顔 ぶ れ

NEW FACE
３学校に赴任した
先生方の紹介

赤
あか

嶺
みね  美み

奈
な

子
こ

校長

出身地

趣味・特技

：

：

伊江村

旅行、ガーデニング

4 月 1 日 に 着 任 し ま し
た、赤嶺美奈子と申しま
す。ひとりひとりの尊い
存在が輝く学校作り、自
分を大切にできる子ど
も、好きなことを発揮で
きる子どもの育成に全
力で挑みます。よろしく
お願いいたします。

コメント

長
なが

嶺
みね  丹に 菜

な

保育補助

出身地

趣味・特技

：

：

伊江村

スポーツ・料理

子どもたちの安全をサ
ポートしながら沢山遊
び、一緒に学んでいきた
いです。よろしくお願い
します。

コメント

宮
みや

里
ざと  小さ 百

ゆ

合
り

保育補助

出身地

趣味・特技

：

：

伊江村

料理

子どもが好きなため、た
のしみです。

コメント

古
ふる

堅
げん  百もも

花
か

保育補助

出身地

趣味・特技

：

：

伊江村

ラジオを聞く　読書

幼稚園で働くのは初め
てですが、子どもたちと
楽しく過ごしながら精一
杯頑張ります。よろしく
お願いします。

コメント

喜
き

屋
ゃ

武
ん

 かおり
ゆり組（4歳児）担任

出身地

趣味・特技

：

：

八重瀬町

読書

保育所から移動になり
ました。保育所と幼稚園
の懸け橋になれるよう
がんばります。子ども達
と毎日たのしくすごして
いきたいで～す。

コメント

松
まつ

田
だ  藍あい

学習支援教諭

出身地

趣味・特技

：

：

読谷村

散歩

伊江小の児童のみなさ
んや先生方と過ごすこれ
からの日々をとても楽し
みにしています。子ども
たちの挑戦や成長をそ
ばでサポートし、充実し
た1年になるよう努めて
いきたいと思います。よ
ろしくお願いします。

コメント

島
しま  沙さ

耶
や

南
な

学習支援教諭

出身地

趣味・特技

：

：

伊江村

音楽鑑賞、お菓子作り 

初めてのことだらけで
不安もありますが、子ど
も達と一緒に楽しく学
び、私自身も成長してい
きたいです。一所懸命頑
張ります！

コメント

崎
さき

濱
はま  妃ひ 一

い

菜
な

事務

出身地

趣味・特技

：

：

名護市

音楽鑑賞

初めての本務で、伊江島
に来て分からないこと
だらけですが、精一杯頑
張って行こうと思ってお
ります。どうぞよろしく
お願い致します。

コメント

阿
あ

波
は

根
ごん  一いち

子
こ

教務

出身地

趣味・特技

：

：

名護（両親が伊江村）

健康体操・歌うこと

小学5年生の時に、ベ
レー帽に憧れて合唱団
に入り、中学1年生には
ユニホームが着たくて軟
式テニス部に入部しまし
た。　今回は理科・音楽担
当なので白衣を買いまし
た。まずは形から！！よ
ろしくお願いします。

コメント

新
しん

里
ざと  理り

子
こ

養護教諭

出身地

趣味・特技

：

：

西原町

ドライブ

伊平屋村の野甫小中学
校からきました。伊江小
の子ども達の健康安全
サポートできるよう精一
杯頑張ります！よろしく
お願いします。

コメント

與
よ

那
な

覇
は  辰たつ

支
し

5年担任

出身地

趣味・特技

：

：

南風原町

野球、早起き

伊江島から見える青い
海を見ながら洗濯物を
干すのが日課になって
います。島の子どもたち
のために一生懸命頑張
ります。

コメント

鈴
すず

木
き

 はるか
3年担任

出身地

趣味・特技

：

：

静岡県

スキューバダイビング

明るく素直な伊江小学
校の子どもたちに、毎
日元気をもらっていま
す。！子どもたちがのび
のびと楽しく成長できる
よう、頑張っていきます
ので、よろしくお願いし
ます。

コメント

長
なが

浜
はま  園その

子
こ

1年担任

出身地

趣味・特技

：

：

北谷町

キャンプ、ゴルフ、旅行

ステキな伊江村に赴任
出来て、すごくうれし
いです。これから、伊江
小の子どもたちとがん
ばっていきます。

コメント

宮
みや

城
ぎ  早さ 希

き

2年担任

出身地

趣味・特技

：

：

宜野湾市

ドライブ、ダム巡り

自然豊かな伊江島に来
られてとてもうれしいで
す。伊江島の魅力をたく
さん感じながら、子ども
たちといっしょに頑張り
ます！

コメント
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西
小

西
小

西
小

西
小

西
小

西
小

伊
江
中

西
幼

西
幼

伊
江
中

伊
江
中

伊
江
中

教
育
相
談
員

伊
江
中

伊
江
中

大
おお

城
しろ  一いっ

策
さく

出身地

趣味・特技

：

：

伊江村

ウォーキング

子ども若者の総合相談
員として教育委員会に
席を置き、各学校へ定期
訪問をしています。
手厚いサポートが出来
るよう関係機関と連携
に努めていきますので
よろしくお願いします。

コメント

川
かわ

村
むら  祐ゆ 里

り

英語（非常勤講師）

出身地

趣味・特技

：

：

那覇市

旅行・ラーメン巡り

教師1年目でわからない
ことだらけですが、日々
伊江中学校の生徒に助
けられて毎日楽しく働く
ことができています。楽
しい英語の授業ができ
るよう精一杯頑張りま
すので宜しくお願いしま
す。

コメント

名
な

嘉
か

山
やま  正しょう

耶
や

学習支援教諭

出身地

趣味・特技

：

：

伊江村　阿良区出身

読書・バスケットボール 

今年大学を卒業して伊江島に
帰ってきました。学生として生
活してきた今までとは違い、社
会人として伊江島の子どもた
ちと関わることが楽しみなよ
うで不安なのが正直です。右も
左もわからない状態ですが、子
どもたちのためにできること
を精一杯行ないますので、これ
からよろしくお願いします。

コメント

諸
もろ

見
み  賢けん

数学

出身地

趣味・特技

：

：

名護市

ジョギング（いつか

伊江島一周したい）

伊江島の風景、景色に
癒されています。
伊江島の教育のために
一生懸命頑張ります。

コメント

新
あら

垣
かき  智さと

巳
み

数学

出身地

趣味・特技

：

：

宜野湾市

旅行

沖縄では教員1年目です
ので、いろいろな事をご
指導願います。
みなさんと交流できる
よう、早く仕事を終わら
せられるよう頑張りま
す。

コメント

仲
なか

村
むら  省しょう

吾
ご

国語

出身地

趣味・特技

：

：

中城村

ドライブ

学校から見える素敵な
海、接する素直で明るい
生徒たちに日々癒され
ています。この素敵な伊
江島と生徒たちのため
に頑張りますので、どう
ぞよろしくお願い致しま
す。

コメント

西
にし  康やす

勝
かつ

教頭

出身地

趣味・特技

：

：

宜野湾市

筋トレ・日曜大工

学校からの眺めが「沖縄
一」の伊江中学校に赴任
することができ万感の思
いです。
伊江村の学校教育の発
展と充実に向けて、地域
との連携を図りながら精
一杯頑張ります。どうぞ
よろしくお願いします。

コメント

金
きん

城
じょう 由ゆ

菜
な

保育補助

出身地

趣味・特技

：

：

名護市

アウトドア・映画鑑賞

祖母のいる伊江島で働
かせて頂くことになりま
した。
新しい環境で沢山のこ
とを学び、また子ども達
から元気を貰いながら
楽しもうと思っていま
す。よろしくお願いしま
す。

コメント

金
きん

城
じょう

 れいら
ゆり組(4歳児)担任

出身地

趣味・特技

：

：

伊江村

絵を描くこと・ドラマ

やアニメを見ること

故郷である伊江島で働
くことができ、とてもう
れしいです。
お世話になった伊江島
に恩返しできるよう、そ
して子どもたちの元気
に負けないよう一生懸
命頑張ります。よろしく
お願いします。

コメント

與
よ

那
な

覇
は  夏なつ

実
み

学習支援教諭

出身地

趣味・特技

：

：

南風原町

朝の連続テレビ小説大好き！ア

ロマ大好き！食べる事大好き！

南風原町にある津嘉山小学
校から来ました。大好きな海
とお花と緑に囲まれて毎日
楽しく過ごしています。また、
西小学校の元気な子ども達
の笑顔にすでにたくさんの
パワーを貰っています！！こ
れから共に過ごす学校生活
が楽しみです。どうぞよろし
くお願いいたします！！

コメント

窪
くぼ

田
た  聡さと

史
し

学習支援教諭

出身地

趣味・特技

：

：

東京都生まれ、茨城県育ち

ゴルフ、サーフィン

伊江島に来て2年目。元
高校球児も今はゴルフ
に夢中。
西小学校のみんなと一
緒に成長していきます。
よろしくお願いします。

コメント

名
な

渡
ど

山
やま 真ま 梨

り

子
こ

養護教諭

出身地

趣味・特技

：

：

伊江村

バレーボール、映画鑑賞

4年ぶりに、西小学校で働
かせていただくことにな
りました。西小学校の子
供たちはとても人懐っこ
く、とても元気いっぱいで
毎日パワーをもらってい
ます。私自身も子供たち
と学校生活を楽しんでい
きたいと思います。どう
ぞよろしくお願いします。

コメント

崎
さき

間
ま  祐ゆ

賀
か

子
こ

3年担任

出身地

趣味・特技

：

：

那覇市

読書・映画を見ること

きれいな海に、元気いっ
ぱいの子どもたち。毎日
がとても楽しいです！
これからよろしくお願い
します。

コメント

嘉
か

手
で

苅
かる  健けん

丞
すけ

4年担任

出身地

趣味・特技

：

：

名護市

つり

4月1日に赴任してきま
した。嘉手苅と申します。
これから、西小学校の皆
さんと楽しく過ごせるこ
とを心待ちにしておりま
す。「自ら考える」ことを
大切に出来る児童の育
成に精一杯尽力します。
よろしくお願いします。

コメント

謝
じゃ

花
はな  喜よし

史
ふみ

5年担任

出身地

趣味・特技

：

：

うるま市

山登り

宜野湾市の大謝名小学校
から赴任しました謝花で
す。よく修学旅行で訪れて
いた伊江島に赴任する事
ができてとてもうれしいで
す。これから西小学校の児
童と楽しく学び、共に成長
していけたらと思います。
よろしくお願いします。

コメント
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　令和４年６月１日から６月７日まで、第64回水道週間が実施さ

れます。

　期間中は、広報活動を通して水道の現状や課題について理解を

深め、これからの水道事業の取組について協力を得ることを目的

として実施されております。

　命の源である“水”、この機会に実感しましょう。

「大切な
　　水と一緒に
　　　　　　 暮らす日々」

公営企業課（水道事業係）よりお知らせ

～第64回水道週間～

水道週間にあわせて、水道の『責任分界点』についてお知らせします。

●水道の責任分界点について
　水道メーターを境にして住宅側を2次側と言い、その管理責任は使用者(共同住宅の場合は家主)になりま

す。住宅内に取付けた給水器具等から水漏れしている場合は村内の指定給水装置工事事業者(下記)へ直接

修理を依頼してください。

　また、メーターから止水栓(バルブ)側で水漏れや、晴天に道路が濡れているなどありましたら、公営企業
課：水道事業(49-5004)へ連絡していただき漏水の早期発見にご協力をお願いします。

水道の責任分界点

水道事業者 使用者

メーター１次側 メーター２次側

・漏水の早期発見のため週に１回程度パイロットを確認しま

しょう。

・敷地内の水道修理の際は止水栓で水道を止めるため水道

メーターの位置を知っておきましょう。

・水道の配管と雨水タンク等の配管をつなぐ事は法律で禁止

されています。バルブ切り替えもダメ。

12伊江島広報



水道法では市町村などの水道事業体の責任の範囲を給水管及びこれに直結する給水器具により供給される“水”

としています。従って「受水槽式給水」場合、受水槽（水タンク）以降の給水施設により供給される“水”については施

設（水タンク及びこれに付随する配管設備等）の設置者がその責任を負うことになります。

水道の水は「直結式給水」と「受水槽式給水」のいずれかの方式で、

私達の家庭や学校そして事務所などに給水されています。

「小規模貯水槽清掃」についてのお知らせ

伊江島はにくすに施設内に防犯カメラを設置

水の管理責任について

水道の水は2つの給水方式で

設置者の管理義務について

直結式給水

受水槽（水タンク）

受水槽式給水

高置水槽（水タンク）

　伊江村の玄関口である港周辺

の犯罪抑止、 予防、 事故発生時

の事件解明等を図り、 利用者の

安心安全を確保するため、 商工

観光課では今年３月、 伊江島はに

くすに施設内に４台の防犯カメラ

を設置しました。

　防犯カメラで録画した動画

は、 伊江村情報公開条例及び個

人情報保護に関する条例に基づ

き、 犯罪捜査について法的権限

を有する捜査機関 （警察、検察、

裁判所等） から申請があった場

合に限り提供いたします。 村民皆

さまのご理解、 ご協力をよろしく

お願いします。

水道法では受水槽 （水タンク） の有効容量が 10 ㎥を超えるものを 「簡易専用水道」 と呼び、 清掃及び定期

検査が義務づけられています。 家庭などで設置している受水槽はタンクの有効容量が 10 ㎥以下のものが大半で

すが、 構造や機能は 「簡易専用水道」 と同じですので同様の管理が必要です。

受水槽 （水タンク） などの施設の管理が不十分な場合、 赤さび等がタンクの底に溜まったり、 強い日差しがタ

ンクを透過した結果タンクの内部で藻が発生したりすることが多く見受けられます。 これらは、 異臭味の原因とな

ることがありますので、 年に少なくとも 1 回は清掃を行うことが好ましいでしょう。 また、 藻や赤サビによる汚れ

以外にも目には見えない水質の異常がないか、 施設に不備な所はないかを年に 1 回は調べることも大切です。

フェリー乗り場入口

ターミナル棟トイレ前上部

伊江島観光協会看板上部

物産センター入り口上部
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ハブ咬症注意報発令期間 令和４年５月１日～６月30日

　本県には、猛毒を有するハブが生息し、年間50人前後のハブ咬症患者が発生しております。

　気温が暖かくなるとハブの行動が活発になり、加えて農作業や行楽等で田畑や山野への出

入りが多くなるこの時期に、ハブ咬症被害も多く発生しております。

　ハブによる咬症被害は、私たちの注意によって未然に防止することができます。

　草刈りやネズミの駆除など敷地内の環境整備を行い、ハブ生息・侵入しにくい環境を整えま

しょう。また、田畑や山野、草地等への出入りや夜間に歩行する際には十分に注意するよう心が

けましょう。

　「不幸な犬猫を減らしたい」「殺処分ゼロ」を実現するために「飼主のいない野良ネコ」を対象に、公益財団法

人どうぶつ基金が実施している事業のひとつで、伊江村も令和元年度より不妊去勢手術の無料チケット(行政

枠)の割当をいただき、村内のボランティアさんを中心に、獣医師さんや、関係者皆様のご協力を得ながら、これ

まで300匹以上のＴＮＲを実施しております。野良ネコが一代限りの命を全うし、不幸な命を増やさないために

も本事業やペットの飼育ルール・マナーの徹底へご理解ご協力をお願い致します。

　また、ＴＮＲ（不妊去勢手術の無料チケット）は個人やグループ団体でも参加申請できます。

ご寄付でＴＮＲ事業を支援することもできますので、下記の公益財団法人どうぶつ基金のホームページから

各申請や活動状況他などご覧になれます。

　◎TNR事業へのボランティア活動に興味のある方は伊江村役場建設課までご連絡ください。

令和元年度

令 和２年度

令 和３年度

合　　　計

   ５匹（村単費で他に10匹）

129匹（保護猫カフェ猫のおうちＭＩＫＥの協力で他に40匹）

140匹（年度実績） 

274匹（行政枠以外＋50匹）  

14伊江島広報
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令和4年4月1日～令和5年1月31日申請期間
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農業委員会からのお知らせ

農地や採草牧草地を売買により所有権を移転または、賃貸借等により権利を設定する場合。

所有者以外の者が農地を農地以外に転用する際、売買または賃貸等により権利を設定する場合。

自己所有の農地を農地以外に転用する場合。

農業者年金への加入推進について　老後の生活を安心サポート！

小子高齢化に強い年金です。積立方式、加入者・受給者の増減に左右されない安定した制度です。

農業委員会への各種申請書について

詳しいお問合せは　 農業委員会事務局 まで　☎４９-３１６１

３つの要件を満たせば
どなたでも加入できます！

60歳未満 国民年金第１号
被保険者

年間60日以上
農業に従事

１

１

終身年金です。80歳前にお亡くなりになった場合、死亡一時金をお支払いします。2

税制上のメリットがあります。支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象です。3

通常加入なら保険料の額は自由に選べます。(月額２万～６万７千円まで千円単位で選択可能)4

政策支援加入なら保険料の国庫補助があります。一定の要件を満たした担い手は

保険料の国庫保助が受けられます。
5

２ ３

農地法第３条

農地法第４条

農地法第５条

令和4年6月30日（水）までに農業委員会に提出してください。令和4年6月30日（木）までに農業委員会に提出してください。

なお、期限内に提出がなかった場合は11月の支払いから提出されるまでの間、年金の支払いを差し

止めさせていただくことになりますので、お忘れにならないよう十分ご注意ください！

※現況届用紙は機械で読み取ります。用紙を汚したり折り曲げたりしないようご注意ください。

現況届提出のお願い現況届提出のお願い 伊江村農業委員会よりお知らせ農業者年金受給者の皆様へ

〔マイナンバーカード受け取り案内ハガキが届いている方へ〕

　ご自宅に、受け取り案内ハガキが届いている方は、マイナン

バーカードの有効期限・保管期間もありますのでお早めに受け

取りの方をよろしくお願い致します。現在、新型コロナウイル

ス感染拡大防止の為、代理人での受け取りができます。

持参するもの：受け取り案内ハガキ・通知カード・本人確認書類

　※代理人受け取りの際は上記に加え、代理人の方の本人確認書類

　※本人確認書類とは…運転免許証、又は、フェリーカード + 保険証

フェリーカードをお持ちでないお子様は、保険証・こども医療費助成受給

者証の 2 つをご持参ください。
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農業者の皆様へ！ 認定農業者制度のご案内

認定農業者に関するお問合せは　農林水産課 まで ☎49－3161

　認定農業者制度とは農業者が、「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想」に示された農業

経営の目標に向けて、自らの創意工夫に基づき、経営の改善を進めようとする計画を村が認定し、これら

の認定を受けた農業者に対して重点的に支援措置を講じるものです。　

　認定を受けるには、農業者自らが「農業経営改善計画書」を作成し、必要書類を添付して村へ提出しま

す。提出後、村及び関係機関を交えた審査会を行い、村の基本構想と照らし合わせ審査を実施します。

　審査会にて認定された方には、「農業経営改善計画認定証」を交付します。

　経営改善に関する５年後の目標とその達成に向けた方策を内容とする「農業経営改善計画」を作成し、

村へ提出します。

　提出された計画の内容は地域の実情に即して育成すべき農業経営の規模や所得の目標など、農業の

担い手像を明確化した「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想」に照らし、適正であると認

められた場合に計画の認定を行います。　

認定農業者制度とは

認定農業者になるには

認定までの流れ

認定の有効期間について

認定農業者審査会日程について認定農業者に対する
       主な支援措置

７月下旬 【提出期限 ６月末日まで】

１１月下旬 【提出期限１０月末日まで】

３月下旬 【提出期限 ２月末日まで】

融資関係

税制優遇

そ の 他

・農業経営基盤強化資金（スーパーＬ資金）

・農業近代化資金

・農業経営基盤強化準備金制度

・国の予算措置等・農業者年金への国庫補助

・農用地の利用集積の支援

第１回審査会

第２回審査会

第３回審査会

　認定農業者の有効期間は５年間です。

　引続き認定農業者として営農するためには前回認定を受けた計画の見直しや更新を行い、改めて村か

ら計画の認定を受ける必要があります。忘れずに更新手続きを行ってください。

※現在、認定を受けている方へは認定期間の満了前に村から「認定期間満了のお知らせ」が送付されます。

固定資産をお持ちのみなさまへ ５月は固定資産税の納付月です。

《納付場所》伊江村役場　農協　漁協　郵便局　コンビニエンスストア

《納付期限》令和4年５月 31日（火）

固定資産税の納付がこれからの方は、お手元に届いております納付書にてお早めに納付ください。

※口座振替の手続きをされた方は、再振替日を５月31日（火）に予定しております。事前に残高のご確認をお願い致します。

詳しいお問合せは　住民課　税務係 まで　☎49-2316

お早めに！
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子宮頸がん定期予防接種の再開についてのお知らせ子宮頸がん定期予防接種の再開についてのお知らせ

定期接種の機会を逃した方へ定期接種の機会を逃した方へ

　　　　　　　　子宮頸がん予防ワクチン(HPVワクチン)は、平成25年4月に定期接種となりましたが、

　　　　　　　ワクチンの副反応報告について審議が行われた結果、同年6月厚生労働省からの通知により、

　　　　副反応の発生頻度がより明らかになるまで接種の対象者及び保護者への積極的な勧奨を差し控

えておりました。しかしHPVワクチンの安全性や有効性が副反応のリスクを上回ることが確認され、令和

3年11月に積極的な勧奨の差し控えを終了し、令和4年4月から積極的な勧奨の再開が決定しました。伊

江村でも、国の方針に基づき、個別勧奨を再開することになりました。

　子宮頸がんは、若い世代の女性のがんの中で、多くを占めるものです。子宮頸がんの主な原因は、性的接

触によるヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）の感染です。予防接種を受けることで、ＨＰＶの感染と子宮頸がん

の発症を防ぎます。

　定期接種の積極的な接種勧奨が差し控えによって接種機

会を逃した方を対象に、令和４年４月～令和７年３月までの３

年間、公費での接種を行います。対象者へは、個別通知を郵送

します。

年　度

令和４年度

令和４年７月６日（水）
診療所3階

（医療保健センター）令和４年９月７日（水） 午後４時～

令和５年１月１１日（水）

★伊江村では上記の通り、年度毎に対象者を分けて実施します。令和６年度以降は、中学１年の女子

　（標準的な接種年齢）が対象です。

※本島の医療機関（小児科・産婦人科・内科等）でも接種が可能です。接種時は事前に医療機関に連絡し、接種して

　ください。

対象：平成9年4月2日～平成18年4月1日に生まれた女性
厚生労働省HP

子宮頸がん

ワクチンについて

厚生労働省HP

定期接種を

逃した方へ

平成18年度生まれ・平成19年度生まれ・
平成21年度生まれの女子

高校１年・
中学３年・中学１年

平成20年度生まれ・平成22年度生まれの女子 中学３年・中学１年令和5年度

回　数 日　程 時　間 場　所

令和４年度の接種日程（予定）

対　象 学　年

1回目

2回目

３回目

詳しいお問合せは　医療保健課 まで ☎49-5000

費　用 ： 公費（無料）で受けられます

回　数 ： 決められた間隔をあけて、同じワクチンを合計３回接種
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プレママ caf’e (プレママ教室)の紹介プレママ caf’e (プレママ教室)の紹介

あいのわ  （愛の輪）あいのわ  （愛の輪）

伊江村 母子健康包括支援センター

母子健康包括支援センター あいのわ（愛の輪）とは

　母子健康包括支援センターとは、妊娠から出産・子育て中のお母さんまでが、安心して出産・育児が

できるよう、切れ目のない支援を行うところです。

　産前産後のからだのこと、こころのこと、お子さんのこと、気になる事があれば、お気軽にご相談くだ

さい。母子保健コーディネーター(看護師)や保健師が相談を受け、解決策を一緒に考えたり、必要に応

じて専門の支援へつなぐお手伝いをします。

　今帰仁村にある、やんばる希望ヶ丘助産院（今帰仁村）より、小柳助産師をお招きし、年に3回マタニ

ティ教室を開催しています。

　妊娠中の身体の変化やマイナートラブル、お産のコツ、産後の身体やこころ、母乳育児についてなど、

助産師さんより貴重なお話が聞ける機会となっています。

妊婦さんからのご質問やご相談もできます！

～お気軽に、窓口やお電話にてお問合せください～

あいのわ通信や母子保健事業に関しては伊江村ホームページあいのわをご覧ください♪

☆対象者 ： 伊江村にお住いの妊婦さん　※妊婦さんへ個別にお知らせします

☆開催日 ： ①7月7日(木)　②１１月25日(金)　③R5.３月９日(木)

妊婦さんからも好評です！妊婦さんからも好評です！

3年目に

入りました
！

プレパパバージョンがあると、

ママだけではなくパパとして

の意識や色々協力してくれる

事が増えそう。

お産への恐怖が強くあったが、スムーズに進む

ためのコツ等たくさん知れたので、出来ること

は実践して、少しでもいいお産になったらと、

前向きな気持ちになりました。

上手にリラックスできればお

産はHAPPYというのを聞い

て、安心しました。出産までに

いいリラックス法を見つけた

いです。

ネットや産院では教えてくれ

ないことが知れてよかった。

内容も盛りだくさんで、

とても充実した時間でした！

初めて聞くお話もあり、

目からウロコでした。

詳しいお問い合わせは

医療保健課 母子担当 ✿𠮷田・小橋川

平日：午前9時00分～午後５時00分　

電話：49-2234・49-5000
あいのわHP
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●性別：男

●令和3年５月１７日生

●父：山城 慎
●母：山城 祐子

●行政区：西江前区

にこにこ笑顔と

　くるくるヘアの宏太！

心やさしく元気に

　　いっぱい大きく

　　　　　　そだってね☆ 

山城 宏太（やましろ こうた）くん

満１歳

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
!!

①出身地  ②生年月日（年齢）  ③趣味・特技

新人さん紹介
頑張ります!

診
療
所

配
属
先

5月より診療所に着任し
ました。外科・整形・救急
を中心に仕事をしてまい
りました。島の医療は沖
永良部島に続き2回目で
楽しみにしております。よ
ろしくお願いいたします。

コ メ ン ト

天野　博哉
あま の ひろ や
①愛知県

②昭和37年10月2３日（59歳）

③トライアスロン
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新型コロナウイルス発生により、 各種イベント ・ 相談等は中止または延期になる場合がありますので、 ご了承ください。

6月令和４年
2022 いえじまむらのカレンダーいえじまむらのカレンダー
日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Suturday

・村県民税第１期 ・無料法律相談 ・西江前ミニデイ ・地区夏季総体

 （１日目）

・地区夏季総体

 （２日目）

・民児協定例会 ・西崎ミニデイ ・阿良ミニデイ ・東江上ミニデイ ・地区夏季総体

 （３日目）

・東江前ミニデイ ・家畜セリ市

・西江上ミニデイ

・親子ふれあい

・西江前ミニデイ

・第６３回職域

 バレーボール大会

・川平ミニデイ ・離乳食教室

・阿良ミニデイ

・心配ごと相談

・沖縄慰霊の日 ・真謝ミニデイ

・伊江中運動会

・第４４回国頭郡

 サッカー大会

・農業委員会総会
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伊江村
4月の雨量

備　　　　考

備　　　　考総 雨 量

設　置　場　所

昨　年　実　 績

ハイビスカス園 伊江島空港 西崎公民館

59.5ｍｍ 55.0ｍｍ 45.0ｍｍ

103.0ｍｍ 88.0ｍｍ 80.0ｍｍ

場所 ハイビスカス園

場所 ハイビスカス園4月2日最高雨量 51.5ｍｍ

4月27日最高雨量 16.0ｍｍ
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